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　調布｢憲法ひろば｣は2月14日、たづくり8階｢映像シアター｣で2月例会を開催しました。今回はＤＶＤ「世界は恐怖する････死の灰の正体」の上映と第五福竜丸平和協会の安田和也事務局長(写真右上)のお話を聞きました。67人が参加しました。司会は石山久男世話人(写真左)、記録は津田櫓冬世話人が担当しました。　　　　（編集部）





 プロローグ


　はじめに調狛合唱団の鈴木勝雄さんら三名が「海に生きたあなたへ･･久保山愛吉さんに捧ぐ｣、｢涙いっぱい溜めながら｣、｢原爆を許すまじ｣を歌いあげました。


　これに続いて安田さんが「今、問題になっている北朝鮮の原爆実験はプルトニウム型。ヒロシマの原爆はウラン型、ナガサキはプルトニウム型原爆だったが、以降アメリカだけでなくなり、製作費がウラン型より安価だということでプルトニウム型が中心でした」、「この映画は、何時も他の関係する映画と一緒にセットで皆さんに披露しています」とコメントしてから上映に移りました。


 的中した！亀井


 文夫監督の予言


　亀井文夫監督(１９０８年～１９８７年）四十九歳頃の作品（１９５７年）。上映時間79分。


　既に50数年前に放射能の影響を、動物実験や環境問題を精査する多くの研究者がいて、今も生きているデータが引き出されていて、実に驚きと尊敬を覚えます。


　原発事故の恐怖についての作品は残していませんが、亀井監督の出身地の資料に目を通して見て、何と福島県南相馬市だと知った時！！　それにしても何という運命のいたずらか、宿命かと愕然としました。３月11日を受けて、撤退か留まるか迷う地域の問題とこの映画のテーマとが繫がってしまっています。


　映画の最後に、亀井監督の言葉として「死の灰の恐怖は台風や地震などの天災と違って、人間が造りだした災害です。だから人間自身がその気になりさえすれば、必ず解消できるはずの問題であることを、ここに付記します』と締めくくられています。


　この言葉は、福島原発事故についての予言のように聞こえてきますし、今の日本中の、いや世界中の原発再稼動の問題につきあたります。


　亀井監督は１９３８年に「上海ー支那事変後方記録」「北京」を構成・編集。39年に長編記録映画「戦う兵隊」を演出し「反戦的」との理由で上映禁止処分を受けます。戦後は45年に｢日本の悲劇｣。47年に｢戦争と平和｣、53年に｢基地の子たち｣、55年に｢砂川の人々･･基地反対闘争の記録｣｢砂川の人々･･麦死なず」。56年に「生きていてよかった」で平和文化賞・ブルーリボン賞受賞、57年に今回上映の「世界は恐怖する」、58年に第五福竜丸を見立てた木造船での太平洋マグロ漁を記録した「荒海に生きる」、60年に｢ヒロシマの声」、「人間みな兄弟･･部落差別の記録」、61年に「軍備なき世界を」等、それぞれ問題意識で通底している作品を多く造ったと知ってあらためて感動しました。


　アメリカ人も


 大量に被曝！


　映画の後、安田さんの話が続きました。


　原爆を造ったアメリカの関係者が、原爆の恐ろしさに無知だったのか、わざと知らせなかったのかは分からないけれど、45年にヒロシマに原爆を落とした後すぐに市内に入った１万人のアメリカ兵が被曝していたり、46年７月の太平洋核実験の際も多くのアメリカ人が被曝しているという話は、知ること、知らせることの大切さを教えてくれました。


　（津田櫓冬・記）











